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開口部の熱貫流率Ｕ 仕様の追加等
窓の日射侵入率ηとして選定する例の追加

今回の刷新解説において、
以下の開口部の熱貫流率Ｕにおける仕様の追加及び訂正が行われています。

解説追加

今回の刷新解説において、
ガラスにおける単板２枚（A12以上、A12未満）のガラス仕様について解説が追加されました。

複層ガラスとの違いについて留意してください。

今回の刷新解説において、
ガラスの日射侵入率例が追加されています。
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訂正

（一重）金属製建具、単板２枚（A12以上、A12未満）ガラス仕様とは、一重の単板ガラス入り窓
のガラス部分に、別途単板ガラス入り建具を屋内側に重ねて設置したもの。一般的には、単板ガ
ラス間にブラインドを内蔵したものとなる。ブラインドを内臓したものについては、ガラス部分
に重ねて設置される単板ガラス入り建具を取り外し又は開閉ができる構造とするなどとし、ブラ
インドを含めて内部を清掃できるように配慮されている。
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